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廃棄物処理業務の基本的な考え方

この度は『常盤橋タワー』の廃棄物収集運搬処理業務に関するご提案を申し上げる機会を頂き、誠にありがとうございます。

弊社は1978年(昭和53年) 東京のゴミ問題に取り組むべく、ビルメンテナンス業７社が出資して設立された会社です。

弊社は、清掃工場搬入となるリサイクルできない可燃ごみ以外、『ほぼすべての廃棄物が “自社施設にてお取扱いが可能』です。

また、すべての施設が２３区内にございます。廃棄物を再資源化しリサイクル率を高めるとともに、CO2削減の寄与に努め、資源循環型社会の

実現を目指します。

ここ数年で廃棄物に関する法令や行政の取締も厳しさを増し、一部の区では食品リサイクル率に関する条例が出来るなどしました。そうした中

でお客様の法令遵守への意識の高まりとともに、法律と現実との間で板挟みになっていることもまた事実です。こういった現状に対して『お客

様へ＜安心と信頼＞を提供する』ことを弊社の使命・役割と認識し、 “法令遵守”を徹底し、“適切なコスト・作業・処理“を行なうととも

に、”さらなるサービス” をご提供致します。

貴施設の効率性を最大限に発揮する為のサポート要員として本業務に参画できれば幸いです。

企業理念

『資源循環型リサイクル社会実現の一翼を担う企業として、

その使命と役割を認識し、また、人と街と環境のハーモニーを

追求した「自然」にやさしい廃棄物の一貫処理システムをもって

地域社会に貢献し、将来にわたり発展を続けていくこと』

①リサイクルセンター：足立区入谷７－１２－１２

平成１８年３月稼働、ビン・缶・廃プラスチック等の

産業廃棄物の中間処理施設。独自の取り組みとして

障害者の雇用も進めております。

③株式会社アルフォ：大田区城南島３－３－２（子会社）

平成１６年４月稼働。食品廃棄物の飼料化施設。

平成29年6月には、第２工場が稼働。

②リサイクルヤード：足立区入谷７－１２－２２

平成９年５月稼働、紙全般の中間処理施設。

月間３，０００ｔの処理が可能。

◎地域貢献の一環として事務所周辺の清掃活動を行っております。
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管理・連絡体制について

弊社の組織体系図は、下図の通りです。

受託決定後より、右図の【連絡体制】にて、ご対応させていただきます。

施設稼動後、一定期間は各種提案および契約担当である【営業開発】の担

当者が窓口となり、ご対応させていただき、【業務管理】と共同のサポートを

致します。業務が安定してからは、業務管理担当である【業務管理】に窓口

を移行し、支社・事業所等と共に日常管理業務を行います。

また、緊急時の連絡体制につきましては貴施設の館内体制に則した連絡

網を事前に用意し提出させていただきます。

◎組織体系図

取締役会 代表取締役

ビルクリーニング部

マニフェスト室

リサイクルセンター

リサイクルヤード

運行車両課
車輛係

運行係

ISO事務局

総務本部

経営企画室

営業本部

安全対策室

総務部

財務部

営業開発

足立支社

業務管理

事務管理

リサイクル
事業所

川崎支店

業務管理 ◎業務管理担当

リサイクル事業所
（リサイクルヤード）
（リサイクルセンター）

・中間処理担当

・廃棄物の受入処理

お客様窓口 ゴミ保管庫

足立支社
収集運搬担当

館外への搬出運搬

ビルクリーニング部
【03-6206-3175】

柏崎誠治 080-6861-1852

(株)東京クリアセンター 本社
【03-5157-1883（営業）】

営業開発 ◎各種提案・契約担当

経営企画室

・行政窓口 ・処分場管理

◎連絡体制

業務安定後、 移行・・・

(株)アルフォ 飼料化センター

・食品リサイクル

・食品廃棄物の受入処理

１．組織体系および連絡体制
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２．災害時等の緊急対応

管理・連絡体制について

　ごみ処理室内はガラス・家具類は控室を除き有りませんが、キャスター付きの保管容器が多数使用されています。

この状況を踏まえ、段階的な対処を以下の通り定め迅速かつ的確な対処が行えるように日頃から声出しをして確認をしましょう。

注意！　地震の揺れ方は、その建物の構造やフロア数によって大きく異なります。常に自分の居る場所を把握しましょう。

通常時の備え

・非常持出袋を準備し常に利用しやすいように管理を行う。

　　ヘルメット・軍手・タオル・懐中電灯・非常食・保存水

　　コンパクトトイレ・帰宅地図(各自作成)

・稼動式容器は必ず車輪をロックし地震発生時に移動しないようにする

・ごみ処理室内での安全な場所の確認 　録音　 171 ⇒ 1 ⇒ 03-3211-8585 ⇒ 1# ⇒ メッセージ録音 ⇒ 9#

　再生　 171 ⇒ 2 ⇒ 03-3211-8585 ⇒ 1# ⇒ メッセージ再生 ⇒ 9#

状況判断について

ステップ１

ステップ２ 容器が音を立てて揺れる（震度４～５弱）

ステップ３ 容器が激しく揺れ立って居られないほどの状況（震度５強～）

認知時の各ステップ毎の対応

ステップ１ 作業は継続するが状況変化に注意する

ステップ２ 作業を一時中断し保護帽を着用の上状況に注意する

ステップ３ 容器などから離れしゃがみ揺れが収まるまで待機

余裕がある場合、控室に戻り保護帽を着用の上自動扉を開け揺れが収まるまで待機。

場内に来場者が有る場合は容器から離れしゃがむよう指示

各ステップ毎の事後対応

ステップ１ 続く地震が無いか注意しながら作業を継続

ステップ２ 怪我人及び各設備、周辺に異常が無いか確認し内線電話で防災センターへ報告後、

作業を再開する。また館内放送が有った場合は指示に従う。

ステップ３ 怪我人及び各設備、周辺に異常が無いか確認し内線電話で防災センターへ報告し指示

があるまで安全な場所で待機する。また館内放送が有った場合は指示に従う。

※　火災発生時には揺れが収まり次第、最優先で消火器を使用した消火活動にあたる

かすかな揺れを感じる（震度１～３）

連絡先

防災センター　内線○○○○　外線　03-○○○○ー○○○○

東京クリアセンター本社　営業本部　　03-5157-1883

災害伝言板（電話がつながりにくい状態での状況報告方法）

　報告例

　「１Fリサイクルセンター　東京クリアセンター○○です。
　　　現在室内に作業員○名、来場者○名待機中。

　　　・怪我人及び設備の異常はありません。
　　　・怪我人○名居ます。指示をお願いします。
　　　・○○が落下破損しました。

　　　　　　　　　以上、指示をお願いします。」

管理要員用 地震発生時のマニュアル例

弊社では、緊急時の対応として右図のような体制で運用を行なっ
ております。また、管理業務を行なっている現場では、非

常持ち出し袋を用意するとともに、下図のようなマニュアル例

を作成、掲示し対策を行なっております。いずれのマニュアルも

施設管理者とお打合せの上、貴施設に見合ったマニュアルを作

成いたします。
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執行役員
営業本部長

負傷者

避難所

営業担当者

運行管理担当責任者
（足立支社）

消防署

警察署

作業員

非常事故・災害

防災・管理
センター

1 負傷者の確認・応急措置

ビルクリーニング部

2 消防・警察に連絡

3 防災・管理センターへ連絡

4 避難誘導・二次災害防止

緊急事態
発生

食品ﾘｻｲｸﾙ担当責任者
（アルフォ）

処分担当責任者
（リサイクル事業所）

執行役員
営業本部長

営業本部業務一課

管理要員

■非常時・災害時の措置フロー

■緊急連絡体制（社内）

① 緊急時の対応措置
緊急事態の発生を、執行役員営業本部長、業務管理課員及び管理要員が通報を受け関連

する部署の責任者に連絡・確認・対応の指示を行う。

② 事後措置
原因究明、再発防止のため、事態発生の聴取を実施し、作業の見直し他、あらゆる角度

からの予防保全策を講ずる。

（通報）

（通報）

（指示）

（連絡）

応
急
措
置

避
難
誘
導

（相互確認）

対応措置報告・事後措置報

連絡・確認
対応指示

対応指示

対応指示報告

報告

（相互確認）

報告

対応指示

【車両台数】 現在、回収車両は１３５台保有しております。

【収集時刻】 原則AM２：００～AM１１：００間

【休日対応】 年末年始や大型連休の回収についてもご要望に応じ対応。関係法令で定められている積み置き

保管の許可を有しており、年中無休（時間の制限は有）でのご対応が可能となっております。

【ハンディーターミナル（小型端末）】全車両搭載

回収数量の入力や画面上に回収時の注意事項などを表示できるシステムです。

【ドライブレコーダー・デジタル タコグラフ】全車両（予備車両を除く）搭載。

これにより事故抑制や事故発生時の検証などの役に立つほか、制限速度超過や急発進・急停車等の

項目などの採点が行われ、ドライバーの評価及び教育に役立てております。

収集頻度・時刻等

回収・時間 一覧表
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↓ 車外の映像 ↓ 車内の映像

タコグラフ

・回収数量の入力や回収時の注意事項などを表示できるシステム。

・小型のプリンタからは、右のような作業報告書レシートが出力されます。

ハンディターミナル
操作風景

左)ハンディターミナル
右)プリンタ

『ハンディーターミナル（小型端末）』
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教育について

弊社では長年に渡り、オフィスビルや複合施設、商業施設で常駐業

務を行っております。

培った経験を基に、お客様に満足いただけるよう【廃棄物処理業務
作業標準書】に基づいて運用を行っております。

貴施設に相応しい業務内容で「安心・安全・快適」な環境の創設・
維持でご対応させていただきます。

点検月 年　　　　　　月
点検者
点検者

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
塵芥処理室 清掃した

塵芥処理室 排水溝清掃した

塵芥処理室 ポリッシャーによる清掃をした

自主点検 ポリッシャー自主点検を行った（使用毎）

冷蔵庫 床・壁・天井にゴミ、汁等の付着が無い

冷蔵庫 悪臭が無い

休憩スペース 整理整頓している

ＯＰ容器 ゴミや汚れの付着また悪臭等がない

コンビテナー ゴミや汚れの付着また悪臭等がない

ボックスパレット ゴミや汚れの付着また悪臭等がない

積込場所 ゴミや汚れの付着また悪臭等がない

古紙 保管場所に分別しきちんと保管した

不燃物 保管場所に分別しきちんと保管した

厨芥 保管場所に分別しきちんと保管した

紙くず 保管場所に分別しきちんと保管した

廃油 保管場所に分別しきちんと保管した

収納容器 所定の位置に整理整頓をした

火災予防 吸い殻に水分が含まれている

火災予防 コンセントの挿入口がきれいにされている

貴重品の取り扱い 決められたルールで使用できた

貴重品の取り扱い 作業終了直前のチェック

館外搬出 問題なく終了した

日報・帳票・伝票 記入事項に漏れ、間違いがない

日報・帳票・伝票 項目、日付、伝票毎に保管した

日報・帳票・伝票 適正在庫がある

圧縮減容器 使用後のゴミや汚れの付着また悪臭等がない

発泡溶融機 使用後のゴミや汚れの付着また悪臭等がない

缶プレス機 使用後のゴミや汚れの付着また悪臭等がない

ビン破砕機 使用後のゴミや汚れの付着また悪臭等がない

＊チェックと同時に処理後の減容化物の保管状態も確認

【作業内容に関しては作業手順書を参照して行って下さい】

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ 缶 紙くず ミックス管球類 電池取り扱い品目に○をしてください。 新聞 雑誌 ＯＡ紙

常駐作業現場用点検表（作業員用） ＊点検時に、点検内容通りに行われていない作業は、手直しを行ってからチェックを記入する事

作業所名（ビル・現場名称）

ビン 発泡 廃プラ その他廃油厨芥
使用する貴重品に○をしてください 鍵　　　本 入館証 バッジ カード その他
保管する伝票に○をしてください 作業日報 一般マニ伝 産廃マニ伝 一般伝票 産廃伝票 古紙伝票 ミックス伝票 機密伝票 特車伝票 その他

使用する設備に○をしてください 圧縮減容器 発泡溶融機 缶プレス機 ビン破砕機 その他

巡回者チェック印

①点検表（現場作業員用）

②報告書 常駐業務向け 研修風景

クレームや好事例、作業方法等の情報や
問題点など講師から説明すると共に、各
現場の勤務者が互いに情報を出し合い、
共有を行います。【年１回 全員参加】

≪巡回目的≫
１． 通常巡回
２． チェック表回収
３． その他

≪巡回現場・報告≫

大井町１
１． ネームプレート（バッチ）は、安全ピンで留め、ネック

ストラップを用いて落ちないよう2重に対策をすることになって
いるが、ネックストラップを首にかけずに安全ピンだけの対策と
なっていたので、注意をした。

２． 1月分のチェック表回収
３． マスク並びにジェルがあることを確認した。

大井町２
１． 巡回時指摘事項無し
２． 1月分のチェック表回収
３． チェック表を見る限り、冷蔵庫の清掃及び生ごみ容器の清掃を

ほぼ毎日行っているように記入されていたが。
営業からの指示が曖昧なので、“清掃する範囲・清掃する頻度等”が
不明確。
なお作業員曰く、営業部からは「よくやっている・きれいになって
いる」とのコメントがあったとのこと。

ゴミ置場の床 　　　生ごみ容器 　　　冷蔵庫内の床

大崎
１． 巡回時指摘事項無し
３． マスク並びにジェルがあることを確認した。

≪備考≫

巡回報告書

巡回日 27年　 2月12日（　木　） 巡回者 片岡　暁

確認印

次長

① 安定した人員体制

【常に余裕を持った人員でマネジメント】

ビルクリーニング部の役職者が巡回要員及び代行勤務要員としてマネジメント。

新規物件立上げ時には、他部門の人員も、緊急時に交代で勤務できるよう、研修を

行っております。

【ビル毎にマニュアルを作成】

入館方法や粗大ごみ対応等のビル毎に異なるルールについてはマニュアルを作成、

細かい齟齬も生じさせないよう対応しております。

② 育成及び異動について

現場責任者については固定での勤務を予定しており、後任については貴社承認の

上で配属させていただきます。

また、配置については教育カリキュラムに基づき研修テキスト等を用いた社内教育

及び現場でのOJTを行い、勤務が適切と判断された場合のみ現場配置を行います。

③ インスペクション

作業標準書を元に、物件には【点検表・・・①】を設置しビルクリーニング部役付き者

が最低月１回以上点検を行います。

作業員は日々の記録を点検表に記録し、巡回者はチェック表をもとに場内や容

器の状態などを確認・指導を行います。行った指導の内容は【報告書・・・②】として記

録し、営業担当者等の関係者に回覧が行われ情報共有されます。

１．常駐業務の管理体制
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弊社では【営業】・【収集】・【中間処理】・【常駐】の各従事者

及び各責任者を対象に、役職に合った専門教育・安全教育を実施して

います。また、収集車両には車内・車外「カメラ」を装着し、安全作

業、安全運転、車両事故の原因究明・再発防止に役立てております。

お客様に向けて、法改正が行なわれる際等にセミナーを不定期で、
実施しております。直近では、平成28年6月15日に開催し、廃棄物
処理の現状と法改正の動向について、現職の東京都環境局職員および
廃掃法に詳しい弁護士に講義いただきました。

教育について

外部講師を招聘した全役職者向けセミナー

【足立支社 ・ 事業所】
・安全衛生委員会
・ＫＹＴヒヤリマップ
・ＫＹＴ自主勉強会（ビデオ研修）
・安全適正検査及びフォロー研修
・警察署による安全運転講習（綾瀬警察署または竹ノ塚警察署）
・地域への感謝奉仕活動
・事故・災害発生時の緊急安全ミーティング（類似災害防止、危険意識高揚）

【本社営業職 等】
・関連法令の専門の講師を招聘してのセミナー
・外部セミナーの参加と社内にてプレゼン形式での展開

専門教育

警察署による安全運転講習

２．各種教育について ３．お客様への情報発信
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研修名 研修対象者 研修担当者

新入社員研修 新入社員 総務部役付者

職場異動社員研修 人事異動対象従業員 総務部・各部門役付者

リサイクル事業所作業員

足立支社全従業員

ISO教育 全従業員 ＩＳＯ事務局

安全研修 全従業員 外部機関

内部監査院研修 内部監査員候補者 外部機関

部門別専門教育 全従業員 外部機関

職階層別教育 各部役付者及び候補者 外部機関

社

外

教

育

社

内

研

修

検査員研修 検査責任者１級者
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弊社では業界でもいち早く国際規格であるISO導入を始め、９０００シリーズについては今年で２０年間維持継続をしております。

優良事業者認定制度は環境省主導で法制化された制度で、弊社では東京都・神奈川県・千葉県で認定を受けており各情報をインターネットホーム

ページにて公表しております。是非、環境省及び都道府県推奨の優良事業者の認定を受けているかについてもご確認いただければと存じます。

（優良事業者認定制度は各都道府県知事が認定し、下段の東京都の第三者評価者制度は外郭団体が事務代行と認定をしています。）

平成２２年 ２月 ： 東京都産廃エキスパートに認定（継続更新）

本制度は産業廃棄物処理業者の優良な業者を評価・認定する制度で、東京都が全国で初めて創設した、産業廃棄物処理業者の第三者評価制度

です。産業廃棄物処理業者の任意の申請に基づき、適正処理、資源化及び環境に与える負荷の少ない取組を行っている優良な業者を、第三者

評価機関として都が指定した公益財団法人東京都環境公社が評価・認定する制度です。

弊社は収集運搬と中間処分、子会社㈱アルフォは中間処分で認定されました。
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コンプライアンス・地域貢献他

コンプライアンス体制

産廃エキスパート
(第一種評価基準適合業者)
業界のトップランナー的業者

産廃プロフェッショナル
(第二種評価基準適合業者)
業界の中核的役割を担う優良業者

平成１２年１２月 ： 品質マネジメントシステム「ＩＳＯ９００１」の認証取得

平成１７年 １月 ： 環境マネジメントシステム「ＩＳＯ１４００１」の認証取得

平成２１年１０月 ： 情報セキュリティマネジメントシステム「ＩＳＯ２７００１」の認証取得

平成２４年１２月 ： エコアクション２１の認証登録（㈱アルフォにて取得）

優良事業者認定基準

１ 企業の遵法性・・継続して５年営業し、かつ行政処分を受けていない

２ 事業の透明性・・インターネットで許可の取得状況、施設の運営状況を公表

３ 環境配慮の取組み・・ISO14001やエコアクションの取得

４ 電子マニフェストの対応

５ 財務体質の健全性・・通常の産廃業者と比較して健全な経営状態。

（※インターネットで財務状況の公開を行なう）
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コンプライアンス・地域貢献他

◎入谷地区における清掃活動の様子
【地域奉仕活動】

弊社は工場の周辺（入谷地区）において、清掃活動を主な貢献事業

として行っております。また、近隣の交通誘導も実施し、地域住民

との交流も深めております。

【見学会対応】

子会社(株)アルフォでは国内の要人・海外からは各国政府や環境に

関する専門機関から小学生の社会科見学に至るまで、排出事業者の

みならず一般の方向けにも見学会の対応を行っております。

環境問題から食品廃棄物が飼料へ生まれ変わるまでの工程について、

映像や資料を交えてご案内し、大変ご好評いただいております。

ご来場いただいた見学者は１１年間で、約１万５，０００人となり

ました。

【セミナー講師】

各行政機関や企業・市民団体からの依頼により、廃棄物や環境問題

に関する講演会で講師を務めさせていただいており、環境問題への

啓発活動を行っております。

地域密着企業としての役割

◎飼料化センター見学会対応の様子

◎食品リサイクルセミナー
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地域貢献 環境学習へのご協力
食品リサイクルをめぐる旅 見学バスツアー

地域貢献の一環として、近隣住民の方や施設ご利用者様を対象とした見学会をご提案致します。弊社では日頃より見学会対応をしており、見学者数は過去１１年間で

【延べ１万5,000人】になります。国内の要人を始め、海外の国政府や環境に関する専門機関から小学生の社会科見学に至るまで幅広い方々がお越しになります。

ご好評いただいております見学会を本提案では、貴施設の食品リサイクルをめぐる旅と題し、環境問題も交えながらご案内致します。

②アルフォ

・まずは映像にて施設の概要説明

※養鶏場のインタビュー映像有

③【貴施設】スタート時点へ戻る。

・今日のまとめ

①【貴施設】スタートは飲食店から。

・見学の流れについて説明

飲食店からごみ置き場へ移動

・美観維持されたごみ置き場にて

分別について学ぶ

見学後、食事をする時に

親子で食べ物や環境について

会話をする

場内見学（処理工程順にご案内）

・出来上がった飼料に触ったり、

においを嗅いでみたり・・・

◎見学会の流れ

今日の見学を通して、

日々の食事や環境について考える
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コンプライアンス・地域貢献他

貴施設から発生した食品生ゴミは弊社が出資を行っている「㈱アル

フォ城南島飼料化センター」へ搬入して飼料原料化及びバイオガス発

電を行います。

城南島飼料化センターは鶏豚のエサを作る施設ですので他の食品リ

サイクル施設と比較すると分別基準が厳しい施設ではありますが、

弊社と(株)アルフォの関係性を生かし建物内での飲食テナントへの分

別指導及び城南島飼料化センターでの展開検査と分別を行う事で

施設からの搬入量100%を目指します。

但し、食材の性質上（例：出汁パック）生ごみと異物の分別が困難

な廃棄品が多い場合には城南島飼料化センターでの処理が困難となる

ため、隣接するバイオエナジー株式会社への搬入切り替えをご提案さ

せていただきます。

飼料化処理及びバイオガス発電

食品リサイクルについて

○本事業は東京都が進めている「東京スーパーエコタウン事業」です。
○日本で3社しか導入していない油温減圧乾燥方式（通称：天ぷら方
式）を採用。これにより、食堂や飲食店舗から排出される食品は
すべてリサイクル可能！

○国の施策でもある「国内飼料自給率の向上」に寄与。製造される配
合飼料原料は循環的なリサイクル利用が可能。

○平成24年度 循環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰
○平成24年12月 『エコアクション２１』認定登録

【城南島飼料化センター】
大田区城南島３－３－２
飼料 化 １４０ｔ／日

【城南島第２飼料化センター】
大田区城南島３－2－10
飼 料化 １４０ｔ／日
メタン化 ３０ｔ／日

◎施設の概要

【 (株)アルフォ 施設の特徴・背景 】

アルフォミールが配合された
飼料で育った鶏卵・豚肉を
使った料理

アルフォミールが配合された
飼料で育った鶏卵・豚肉

調理残さ、食べ残しを
アルフォでリサイクル

出来上がった配合飼料を
商社へ販売

アルフォミールが配合された
飼料が養鶏・養豚場へ

リサイクルループ
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施設内の飲食店や食堂などで、アルフォミールが配合された飼料を食べ
て育った鶏卵や豚肉を使った料理を提供する事で、リサイクルループを
構築することが可能です。

(株)アルフォ 処理単価 ３３円/kg ⇒ 鶏豚のエサ
(株)バイオエナジー 処理単価 ４９円/kg ⇒ 発電・都市ガス




